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【
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続
く
】
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２
０
２
５
春
闘
。「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
中
央
本
部
は
14
日
、

要
求
書
を
提
出
し
た
」「
ス

ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
が
14

～
25
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

電
子
投
票
だ
」「
物
価
値
上

げ
を
上
回
る
賃
上
げ
を
勝

ち
取
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
米
首
脳
会
談
。「
石
破

首
相
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
こ

び
て
、
持
ち
上
げ
る
だ
け

だ
っ
た
」「
ガ
ザ
の
強
制
移

住
や
気
候
危
機
の
問
題
は

触
れ
さ
え
し
な
か
っ
た
」

「
ガ
ザ
の
問
題
は
、力
に
よ

る
現
状
変
更
そ
の
も
の
な

の
に
」「
さ
ら
な
る
軍
拡
だ

け
は
約
束
し
て
き
た
」「
共

産
党
の
山
添
拓
議
員
の
国

会
質
問
は
鋭
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
電
話

会
談
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の

戦
争
の
停
戦
交
渉
を
開
始

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
」

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
大
統
領
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
抜
き
の
合
意
は
受
け

　

田
村
氏
は
、
石
破
茂
首

相
が
ガ
ザ
住
民
の
強
制
移

住
や
気
候
危
機
打
開
の
国

際
的
と
り
く
み
・
パ
リ
協

定
か
ら
の
離
脱
な
ど
、
国

際
秩
序
を
踏
み
に
じ
り
、

人
類
的
な
緊
急
課
題
に
背

を
向
け
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

一
連
の
言
動
へ
の
批
判
を

日
米
首
脳
会
談
で
石
破
首
相

卑
屈
で
危
険
な
「
日
米
同
盟
絶
対
」

の
姿
を
露
呈

　
　
　
　
日
本
共
産
党  

田
村
智
子
委
員
長
が
談
話

ま
っ
た
く
回
避
し
、「
ひ
た

す
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

お
も
ね
る
態
度
に
終
始
し

た
」
と
批
判
。
ま
た
日
米

同
盟
の「
さ
ら
な
る
強
化
」

で
合
意
し
、
２
０
２
７
年

度
以
降
も
大
軍
拡
を
続
け

る
こ
と
を
確
約
、
卑
屈
で

危
険
な『
日
米
同
盟
絶
対
』

の
姿
を
露
呈
す
る
も
の
と

な
っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
破
た
ん
が
明
白

な
米
軍
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
固
執
す
る
と
と
も
に
、

米
兵
に
よ
る
相
次
ぐ
性
的

暴
行
事
件
に
石
破
首
相
が

抗
議
も
、
是
正
も
求
め
な

か
っ
た
の
は
許
し
が
た
い
。

さ
ら
に
、
共
同
声
明
が
米

国
の
核
兵
器
な
ど
に
よ
る

「
拡
大
抑
止
の
さ
ら
な
る

強
化
」
を
宣
言
し
た
こ
と

は
、
核
廃
絶
を
求
め
る
世

界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も

の
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
（
全
文
は
日
本
共
産
党

Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
）

学術会議法人化撤回を
「学問と表現の自由を守る会」声明

　

幅
広
い
学
者
や
文
化
人
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
宗
教

者
ら
が
参
加
す
る
「
学
問

と
表
現
の
自
由
を
守
る

会
」
が
、
日
本
学
術
会
議

法
人
化
法
案
の
撤
回
を
求

め
る
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

声
明
は
、
法
人
法
化
案

は
「
新
法
に
よ
る
学
術
会

議
つ
ぶ
し
」
だ
と 

批
判
。

首
相
が
任
命
す
る「
監
事
」

に
よ
る
統
制
な
ど
法
案
の

問
題
点
を
挙
げ
、
戦
後
の

  

そ
の
上
で
、
日
本
共
産

党
は
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和

を
創
出
す
る
た
め
の
憲
法

９
条
を
生
か
し
た
平
和
外

交
」
に
全
力
を
つ
く
す
と

表
明
し
ま
し
た
。

入
れ
な
い
と
警
告
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
Ｘ

か
ら
離
脱
す
る
動
き
。「
ド

イ
ツ
の
一
部
研
究
機
関
や

政
府
機
関
、
パ
リ
市
も
利

学
術
会
議
の
活
動
と
組
織

の
「
独
立
性
」
を
「
根
底

か
ら
突
き
崩
す
」
と
警
告

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
法
人
化
法
案
に
は

立
法
事
実
が
な
い
と
告
発
。

学
術
会
議
会
員
の
候
補
者

に
対
す
る
違
法
な
任
命
拒

否
と
そ
の
放
置
こ
そ
問
題

で
、「
現
行
の
学
術
会
議
法

に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
強
調
し
て
い
ま

す
。

用
を
取
り
や
め
た
」「
Ｘ
が

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
偽
情

報
を
あ
お
っ
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

中小企業の

東京商工リサーチ調査
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

備
蓄
米
、
最
大
21
万
ト

ン
の
放
出
決
定
。「
よ
う
や

く
動
い
た
。
遅
す
ぎ
る
」

「
コ
メ
の
価
格
高
騰
が
問

題
に
な
っ
た
と
き
、
政
府

は
い
ず
れ
落
ち
着
く
と
傍

観
し
て
い
た
」「
当
時
、備

国会前で国民大運動実行委など宣伝
「命と暮らしを守る予算へ」「軍事費を削っ
て医療や介護、教育、農業に回せ」

　

大
幅
賃
上
げ
と
、
労
働

時
間
の
短
縮
に
よ
る
「
自

分
の
時
間
」「
豊
か
な
生
活

時
間
」
の
拡
大
が
今
春
闘

の
二
大
要
求
で
す
。

　

過
去
30
年
、
大
企
業
の

利
益
は
16
倍
以
上
に
増
え
、

株
主
へ
の
配
当
は
10
倍
近

く
に
増
加
。
資
本
金
10
億

円
以
上
の
大
企
業
の
内
部

留
保
は
５
３
９
兆
円
と
な

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る

大
幅
賃
上
げ
、
最
賃
１
５
０
０
円
、
労

働
時
間
短
縮

　

責
任
を
は
た
す
政
治
に
変
え
よ
う

　
日
本
共
産
党
が
ア
ピ
ー
ル
発
表
（
２
月
６
日
）

り
、
過
去
最
大
を
更
新
中
。

日
本
経
済
は
賃
金
を
大
き

く
上
げ
る
力
を
も
っ
て
い

ま
す
（
図
）。

　

日
本
共
産
党
は
６
日
、

ア
ピ
ー
ル
「
人
間
ら
し
く

暮
ら
せ
る
賃
金
と
労
働
時

間
短
縮
の
た
め
に
力
を
あ

わ
せ
ま
し
ょ
う
」
を
発
表
。

大
企
業
の
内
部
留
保
の
一

部
に
時
限
的
に
課
税
し
、

大
企
業
も
中
小
企
業
も
賃

上
げ
を
促
進
す
る
。
最
低

賃
金
全
国
一
律
１
５
０
０

円
に
。
非
正
規
ワ
ー
カ
ー

の
待
遇
改
善
を
要
求
。
ま

た
働
く
人
の
自
由
な
時

間
」
を
増
や
す
た
め
、「
１

日
７
時
間
、
週
35
時
間
」

へ
の
移
行
、
長
時
間
労
働

是
正
の
規
制
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

「小池晃のあきラジオ」
ＢＧＭにのせて日々のできごとや
ニュース
　放送１００回

　
「
小
池
晃
の
あ
き
ラ
ジ

オ
」
番
組
名
で
、
日
本
共

産
党
の
小
池
晃
参
院
議

員
・
書
記
局
長
は
、
ラ
ジ

オ
の
よ
う
に
聞
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
音
声
配
信

サ
ー
ビ
ス
「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｙ

（
ボ
イ
シ
ー
）」
で
日
々
の

で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
か

ら
始
ま
り
、
１
月
21
日
に

１
０
０
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
日
の
朝
８
時
か
ら

１
回
６
～
７
分
程
度
。

　

今
年
取
り
上
げ
た
テ
ー

マ
は
、能
登
半
島
地
震
、ガ

ザ
攻
撃
、
最
賃
引
き
上
げ
、

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
、
石
丸
「
新
党
」、

寄
席
の
話
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
会
見
・
・
・
な
ど
。

h
ttp

:v
o

ic
y

.jp
/

channel/785840

記
録
を
抜
い
た
」「
通
算
勝

率
８
割
以
上
も
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

暖
か
い
日
と
寒
い
日
の

く
り
返
し
。「
三
寒
四
温
だ

ね
。春
が
近
づ
い
て
い
る
」

「
風
の
強
い
日
も
あ
っ
た
」

高
額
医
療
費
制
度
改
悪

止
め
よ

　

政
府
は
高
額
医
療
費
の

自
己
負
担
額
引
き
上
げ
で

医
療
給
付
を
５
３
３
０
億

円
削
減
す
る
案
を
出
し
て

い
る
。
自
己
負
担
が
２
倍

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
受

診
抑
制
に
つ
な
が
る
。

  

医
療
費
を
削
り
、
一
方

で
軍
事
費
や
大
企
業
援
助

は
使
い
放
題
。
税
金
の
使

い
方
が
間
違
っ
て
い
る
。

ガ
ン
患
者
団
体
な
ど
の
反

発
を
受
け
、
微
修
正
に
動

い
て
い
る
が
白
紙
に
戻
す

べ
き
だ
。　
　
　
（
Ｉ
）

測位衛星「みちびき」６号打ち上げ

　米運用のセンサー搭載
　　軍事利用すすむ

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
２
日
、
測

位
衛
星「
み
ち
び
き
６
号
」

を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ

ト
５
号
機
を
、鹿
児
島
県
・

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

み
ち
び
き
６
号
に
は
、

米
国
の
宇
宙
状
況
監
視

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）セ
ン
サ
ー
を
初

め
て
搭
載
、
み
ち
び
き
独

自
の
補
強
信
号
を
受
信
で

き
る
専
用
機
器
が
あ
れ
ば
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
上
回
る
、
誤
差

数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
精

度
で
測
位
す
る
こ
と
な
ど

も
で
き
ま
す
。

　

米
軍
や
自
衛
隊
は
、
ミ

サ
イ
ル
や
無
人
軍
用
機
の

誘
導
に
利
用
し
、
目
標
へ

の
命
中
精
度
の
向
上
、
戦

場
認
識
・
戦
場
管
理
に
活

用
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

蓄
米
放
出
な
ど
の
要
求
が

あ
っ
た
の
に
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
藤
井
聡
太
七
冠

が
最
年
少
４
０
０
勝
。「
22

歳
６
カ
月
、
羽
生
九
段
の

国会衆院議員会館前（5 日）


